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第６次総合計画第２期基本計画の策定について 

○策定趣旨 

本市では、将来のあり方を展望し、市民にまちづくりの中長期的なビジョンを示すとともに、総合

的な行政運営の基本指針として、第６次総合計画基本構想及びこれに基づく第１期基本計画を策定し

運用している。この度、第１期基本計画の計画期間（令和元年度～令和５年度）が満了することから、

新たに第２期基本計画（令和６年度～令和９年度）を策定することとする。 
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○第１期基本計画の振り返り 

第６次総合計画基本構想において、将来都市像として「自分らしく輝けるステージ・生駒」を掲げ、

この実現に向けて、第１期基本計画に基づいたまちづくり・行政運営を進めてきた。 

第 1期基本計画では、６つのまちづくりの目標（大分野）に紐づいて、中分野１８分野、小分野が

３０分野、各小分野内の細分野が７９分野で構成されている。さらに、この７９の細分野ごとに、目

指すまちの姿を掲げ、その実現度合いを測る指標を設定し、目指す姿実現に向けた具体的な取組及び

その担当課まで詳細に記載している。 

第 1期基本計画においては、毎年進捗状況の検証を行っている。その中で、「目指す５年後のまち」

が計画期間と必ずしも整合していなかったり、実現度合いを測る指標が不十分であるなどの課題が見

られた。また、詳細に記載しているがゆえに、社会経済状況の変化を反映しきれていない内容が散見

され、計画内容の調整が必要な状況である。 

次期基本計画においても社会変化やトレンドを踏まえながら、多様化している行政ニーズや課題に

対応するため、適切な体系を組み上げた上で、将来都市像の実現に向けて確実に歩みを進めることが

できる計画を策定する必要がある。 

○策定に当たっての基本的な考え方 

① 新たな課題に対応した計画 

第６次総合計画に掲げる将来都市像「自分らしく輝けるステージ・生駒」の実現に向けて、第 1期

基本計画の総論に掲げる「社会環境の変化」、「主要課題」を整理した上で「人口フレーム」を最新の

状況に改定し、新型コロナウイルス感染拡大等、新たに生じた社会課題への対応や新たな視点を加え

た計画とする。 

 

② 施策間連携を生み出す計画 

上記のとおり、第１期基本計画は、６つのまちづくりの目標（大分野）に紐づいて、中分野１８分

野、小分野が３０分野、細分野が７９分野で構成されている。第１期基本計画期間中に目標達成した

分野等の統合や、新たに生じた社会課題に対応する分野の新設のほか、将来都市像の達成に向けた効

果的な横連携を促すことができる施策体系について、構成単位を含めた再編を検討する。 
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③ 柔軟に対応できる計画 

上記のとおり、第１期基本計画では、７９分野の細分野ごとに、具体的な事業、担当課まで詳細に

記載しているが、組織改編や新規施策・廃止事業等により、現状と齟齬が生じている。また、細分野

ごとに「目指す姿（５年後のまち）」を設定しており、それぞれの進捗度合いを測っているが、目指す

姿と計画期間との整合、指標と目指す姿との連動性などの課題がある。 

以上のことから、施策体系の再編に合わせて、施策の取組方針（方向性）を中心とした計画内容に

見直すなど、急速に変化し、複雑多様化する社会課題に対して柔軟な対応が可能な構成とする。 

 

④ 将来都市像に着実につなげる計画 

目指す将来都市像である「自分らしく輝けるステージ・生駒」に着実につなげていけるよう、進捗

を測るためのモニタリング指標を設定する。 

 

⑤ まち・ひと・しごと創生総合戦略との一体的推進 

人口問題に対処するため、『まち・ひと・しごと創生法』に基づく地方版総合戦略として、「第２期

生駒市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（計画期間：令和２年度～令和６年度）を策定し、運用して

いる。 

この度、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が「デジタル田園都市国家構想総合戦略」に改

定されたことを受け、地方版総合戦略もこれを勘案した戦略に改定することが求められている。 

「第２期生駒市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、総合計画から人口問題に対応する施策を特

出し・深堀りした戦略として位置付けているが、国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を勘案

した上で、これを総合計画と一体化し、双方の関係性を明確にし、より整合性の高い戦略とする方向

で調整する。 

○策定体制 

 


